
平成２７年１０月２４日 
 宇都宮市 建設部  ＬＲＴ整備室 

清原工業団地（清原中央通り）へのLRT導入イメージ 

宇都宮市のＬＲＴ事業について 



【本日の発表内容】 
 

 
 １ 宇都宮市の概要について 
 
 ２ 交通における現状と課題 
 
 ３ ＬＲＴ事業の検討状況について 
 
 



１ 宇都宮市の概要について 



・面積 416.84k㎡ （県土の約6.5%） 
・人口 518,651人 （H27.7.1現在） 

基礎データ 

・東京から北へ約100㎞， 
 関東平野のほぼ北端に位置 
 
・日本のほぼ 真ん中の栃木県の 
  中央に位置する県庁所在地 
 
・首都圏からのアクセ スが容易 
  ※東北新幹線で東京から約50分 
 ※東北道で東京から1.5～2時間 
 
・日光や那須・塩原，益子などの 
  観光地への表玄関 

日光宇都宮道 

東北自動車道 

東北新幹線 

JR宇都宮線 

JR宇都宮駅 

鬼怒川 

北関東自動車道 

立地特性 

東武鉄道 

・二荒山神社を中心に 

 門前町として繁栄 

・平安末期に宇都宮城の 

  城下町として繁栄 

・江戸時代は，小江戸と 

 も呼ばれる 

・明治29年に市制施行 

・平成８年に中核市へ 

・平成19年3月に近隣2町 

 と合併し50万都市へ 

歴 史 

◆宇都宮市の概要について 



宇都宮餃子 

☆宇都宮と言えば！！ 



地域内交通・ 

支線公共交通 
 地域内の移動の確保 

⇒まちの機能や人口が拠点に集積（コンパクト化）し， 
道路や公共交通により拠点間がつながる（ネットワーク化） 
都市空間のこと 

基幹公共交通 

 南北：JR宇都宮線 

     東武宇都宮線 

 東西：ＬＲＴの導入 

各地域に拠点を形成 
 地域の特性によって 

 拠点ごとに機能や規模に幅 

幹線公共交通 
 都市拠点と地域拠  

 点間を結ぶ主要な 

 バス路線 

◆宇都宮市が目指す「ネットワーク型コンパクトシティ」のまちづくり 



⇒ 「ネットワーク型コンパクトシティ」の形成を支える 

「誰もが利用できる環境にやさしい公共交通ネットワーク」 

7 

◆宇都宮市が目指す将来の公共交通ネットワークについて 

東西基幹公共交通にＬＲＴ（次世代型路面電車システム）を導入 



２ 交通における現状と課題 



 宇都宮市を中心とする栃木県では自動車保有率が全国２位  
 宇都宮市の温室効果ガス排出量は，全体として減尐傾向だが， 
 運輸部門におけるCO2排出量は現在も増加傾向  
 移動手段として自動車を利用している市民が増加傾向 
  （ゴミ捨てやコンビニ等のちょっとした用事にもクルマを利用） 

人口減尐と尐子・超高齢社会到来 
  → 宇都宮市では，２０１７年に人口ピークを迎え，その後，本格的な 
   人口減尐・超高齢社会が到来することが予想される。 

更にこれからは， 

◆交通における現状と課題 

市民の誰もが活発に外出や交流ができ， 
 来訪者にとっても便利な交通環境を創出するため 
  過度にクルマに依存する社会から， 
   公共交通とクルマが共存する社会への転換が必要 



・工業集積地域が河川の東部に立地（通勤等で自動車を多数利用） 

・河川を横断する公共交通が脆弱である 

                （東西方向で公共交通の整備状況が異なる） 

・鬼怒川により東西に分断されている 

・人口密集地が河川の西部（JR宇都宮駅側）に立地 

 ○交通に関わる宇都宮東部地域の現状  

◆交通における現状と課題 

人
口
密
集
地 



主なＬＲＴ沿線施設（清原工業団地） 

主な企業名 従業者数 

 キヤノン(株) 4,669人 

 カルビー(株) 新宇都宮工場 清原工場 825人 

 中外製薬工業(株) 宇都宮工場 462人 

総面積    387.6ha    
従業員 約11,000人 

◆交通における現状と課題 



総面積 475ha 
従業員 約21,000人 

主なＬＲＴ沿線施設（芳賀・芳賀高根沢工業団地） 

◆交通における現状と課題 



東部地域における慢性的な通勤渋滞 

ＪＲ宇都宮駅方面 工業団地方面 

◆交通における現状と課題 



◇芳賀高根沢工業団地に向かうクルマの列（平日朝） 

芳賀高根沢工業団地 

【参考】芳賀町の交通の現状と課題 



３ ＬＲＴ事業の検討状況について 



○全体計画区間 
   桜通り十文字付近～芳賀・高根沢工業団地付近 約１８km 
 

○優先整備区間 
   ＪＲ宇都宮駅東側～芳賀・高根沢工業団地付近   約１５km 
           （宇都宮市域 約１２km   芳賀町域 約３km） 

優先整備区間 

全体計画区間 芳賀町区間 将来延伸検討区間 

◆ＬＲＴ事業の検討状況について 



 「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」（H19施行）に基づき 

施設の整備・保有を公共が担い，事業運営を別の主体（民間等）が行う 

「公設型上下分離方式」による整備を予定 

○事業方式（事業スキーム） 

◆ＬＲＴ事業の検討状況について 

一般的な役割分担のイメージ図 



 

○停留場数  １９箇所 
        

○導入車両  低床式車両 １８編成  
             （車両長約３０ｍ） 
             （定員１５５人〔最大輸送力２３２人〕) 
 

○ダ イ ヤ   
  新幹線の始発から終電まで乗り継げるダイヤを想定 
    （ 午前６時～午後１１時台の約１８時間の運行） 
   → ピーク時：６分間隔（１０本／時），オフピーク時 ：１０分間隔（６本／時） 
  

○所要時間  約４４分（ 快速運行等が認められた場合 約３４分）  

◆ＬＲＴ事業の検討状況について 

導入車両イメージ 福井鉄道（F1000形） 

 

○概算事業費 
  合計 約４５２億円 
    （宇都宮市域 約４０６億円） 
     （芳賀町域     約４６億円） 

    （消費税は含まず） 

項 目 費用（億円） 国庫補助 

走行路面・路盤等 ２８３ 社会資本整備総合 
交付金制度の活用 
を想定 
 
（補助率） 
  ～５．５／１０ 
 

低床式車両 ６２ 

車庫・変電所等 ４０ 

電気・信号 ４９ 

トランジットセンター １８ 

合 計 ４５２ 



１ 採算性の確保 

３ 整備費用の精査 

２ 交通円滑化確保の検証 

４ 関連する公共交通の利便性向上の取組 

５ 営業主体の確保 

◆ＬＲＴ事業の検討状況について 

 ⇒ ３段階による需要予測の精査，年間の収入・支出の試算 

 ⇒ コンピュータ等を用いた３段階による交通円滑化確保の検証， 
  交差点改良などの対策 

 ⇒ 施行単価の見直し，現在の技術基準への対応， 
     ピーク時需要への対応， 
     安全性・速達性向上，交通円滑化確保への対応 

 ⇒ ＩＣカードの導入，乗継割引制度の導入， 
    既存バスネットワークの再編による利便性の向上 

 ⇒ 宇都宮市と芳賀町が主体的な役割を担う「官民連携による 
   新会社」の設立 



１．沿線企業ヒアリングなど 
             【平成２５年８月～実施】 
 ・対 象 企 業 ： １１企業（企業従業者８，５２１人） 
 ・対象大学等 ：  １大学 １短大 １高校 
            （学生・生徒数計１，９００人） 

２．沿線従業者アンケート 
           【平成２６年４月～実施】 
 ・対 象 企 業 ： １３４企業 
 ・推計対象全従業者 ： ３２，９６５人 
                 回収率  ３７．６％  
                 回答者数１２，３９８人 

３．県央広域都市圏生活行動実態調査 
                           【平成２６年５月～実施】 
 ・対象エリア ： 宇都宮市を含む，周辺７市７町 
 ・圏域世帯  ： 約４２万世帯 （有効回収数約３万４千世帯） 
              「どのような人が」，「どのような目的で」，「どこからどこへ」， 

              「どのような交通手段で」移動したかなど， 

              住民のある平日の一日における移動について調査分析するもの。 

【参考】 ３段階による需要予測の精査 



◇「県央広域都市圏生活行動実態調査」結果からの需要予測 

 県央広域都市圏生活行動実態調査 
宇都宮市周辺７市７町の約４２万世帯から約１１万５千世帯を抽出し調査 

【最小需要ケース】 【最大需要ケース】 

最高速度 
[平面区間] 40km/h 
[高架区間] 40km/h 

[平面区間] 50km/h 
[高架区間] 70km/h 

運行形態 
ピーク時 各駅停車６分間隔 

オフピーク時 各駅停車１０分間隔 
ピーク時 快速あり４分間隔 

オフピーク時 各駅停車１０分間隔 

通 勤  ・  通 学 １４，０３５ 人／日 ２１，６６８ 人／日 

業 務  ・  私 事 １，１９４人／日 １，５３２ 人／日 

合 計 １５，２２９ 人／日 ２３，２００ 人／日 

１日当たりのＬＲＴ利用者数 （人／日） 

【参考】 ３段階による需要予測の精査 



◇運営の採算見込み 

ケース 収 入 支 出（運営費） 

【最小需要】 ９．６５億円＋α  
７．１５億円 

  ～ ９．７６億円 

【最大需要】 １５．３７億円＋α  
８．３２億円 
 
 ～ １１．００億円 

・ 料金体系／１５０～４００円（対距離制を想定） 
・ 通勤，通学については定期利用を想定し，それぞれの割引率を 
 ４０パーセント，５０パーセントと設定して試算 
・ 業務，私事目的は，土日祝日を除く平日２４６日の利用を想定 
・ 民間軌道事業者の平均実績原単価等を基に支出を試算 

※ 「α 」は，「調査対象圏域外からの来訪者需要」や「休日の沿線施設利用者や  
  イベント等の需要」 などを見込むことができる。 

【参考】 ３段階による需要予測の精査 



【参考】 ３段階による交通円滑化確保の検証 

○道路ネットワーク全体における各路線の混雑状況を検証 
 

   ⇒ 道路ネットワーク全体として，自動車交通を一定程度処理できるものと評価 

第１段階：【混雑度の検証】 

第２段階：【交差点需要率の検証】 

○ＬＲＴ導入により影響が想定される各交差点を対象に， 
                   ピーク時１時間当たりの交通処理能力を検証 
 

  ⇒ ピーク時に滞留長が延びることが懸念された「平出交差点」と「野高谷町交差点」に 
   ついては，対策として，それぞれ「アンダー化」や「高架化」を検討 

第３段階：【ミクロ交通シミュレーションによる検証】 

○主要な４か所の交差点を対象に， ミクロ交通シミュレーションを用いた 
                               周辺交通への影響を検証 
 

  ⇒ 自動車交通への影響が想定される交差点部において，付加車線（右折レーン）の 
   設置や延長，信号点灯サイクルの変更などにより，円滑に処理できるものと評価 



行政 
7,650万円（51.0％） 

   宇都宮市  6,120万円（40.8％） 
   芳賀町    1,530万円（10.2％） 

民間 
7,350万円（49.0％） 

宇都宮商工会議所，芳賀町商工会， 
金融機関，交通事業者 等 

行政 
4億9,000万円（49.0％） 

民間 
5億1,000万円（51.0％） 

宇都宮商工会議所，芳賀町商工会， 
金融機関，交通事業者 等 

◎ 会社設立時：資本金１億５０００万円（会社設立後，約３年間に必要となる額） 

◎ 会社設立後３～４年目：資本金１０億円 

（社員の採用や運転士の養成など，運営体制の構築が本格化に伴い，必要となる額） 

●出資構成案 

●出資団体 
  ・行政（宇都宮市，芳賀町） 

  ・地元経済界（宇都宮商工会議所，芳賀町商工会，金融機関），地元交通事業者等 

●事業内容 
  ＬＲＴの運行に関する事業及びそれに伴う運輸事業，広告業，小売業等 

【参考】 官民連携による新会社設立について 



○ 組織体制のイメージ 

（会社設立時） 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

（開業時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取締役会 副社長 

非常勤 非常勤 

代表取締役社長 

経営部長 担当 

運輸・企画部長 

（安全統括管理者） 

担当 

非常勤 ○ 組織体制のイメージ 

（会社設立時） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（開業時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取締役会 副社長 

非常勤 非常勤 

代表取締役社長 

経営部長 担当 

運輸・企画部長 

（安全統括管理者） 

担当 

非常勤 

【参考】 新会社の組織体制のイメージ 



○施設効果（施設が利用されることにより発生する効果） 
 
  ⇒ ＬＲＴ整備により，移動の利便性向上や地域活性化，環境改善などの効果が発生 

➣時間短縮効果 
 → 通勤，通学等の移動に要する総所要時間の短縮 
 
➣交通事故削減効果 
 → 自動車運転者による交通事故（人身事故等）の現象 
 
➣環境負荷軽減 
 → 都市規模でのＣＯ２排出量，ＮＯｘ（窒素酸化物）の排出量の減少 

 
（その他期待される効果） 
➣公共交通空白・不便地域の解消 
➣クルマに乗れない人の外出機会の増加 
➣都心居住の促進との連携による中心市街地の人口減少の歯止め 
➣中心市街地への来訪者及び売り上げの増加  
➣地価下落抑制効果，沿線立地企業，就業者数の増加 など 

＜出典：第２回「芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会」資料より要約＞ 

◆宇都宮市のＬＲＴ事業の検討状況について 



個人消費の増大

ＬＲＴ沿線において

従業者1,000人確保

または増加

【事項】 【市内経済への波及効果】 【市税への波及効果】

従業者の住宅取得の促進 固定資産税の増

都市計画税の増
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ＬＲＴ建設投資

ＬＲＴ運営会社の経営

（従業者約100名）

生産額の増大

雇用の増大

法人市民税の増

個人市民税の増

個人消費の増大 法人市民税の増

従業者数の増大・生産額の増大 法人市民税の増

個人市民税の増市内居住者の増大

可処分所得の増加

法人市民税の増

【税収増の使途】

○事業効果（建設投資に起因して発生する効果） 
 ⇒ ＬＲＴ整備に要する費用が投資されることで，建設業など工事に関連する 
   産業の生産活動が高まるなどの経済効果が発生 

（生産額の増加，雇用の増加，税収効果 など） 【効果のイメージフロー】 

＜出典：第２回「芳賀・宇都宮 
基幹公共交通検討委員会」資料＞ 

◆宇都宮市のＬＲＴ事業の検討状況について 



平成３１年度内 ＬＲＴ運行の開始 

➣平成２７年１０月以降 
 ・「官民連携による新会社」の設立 
 ・「地域公共交通網形成計画」， 
  「軌道運送高度化実施計画」の策定 ⇒軌道事業の特許申請 
 ・都市計画決定 
 ・市民理解促進の取組の継続（説明会等の実施） 
 

➣平成２８年度内    ＬＲＴ整備の着工 

○ＬＲＴの事業化に向けた流れ 

◆ＬＲＴ事業の検討状況について 



そこは、行けば行くほど発見がある街。 

ちょっとシャイだけど、オモシロイ人であふれた街。 

ビミョーなところが、ゼツミョーに心地よい街。 

来て楽しい、食べて楽しい。そして、住めばもっと楽しい街。 

宇都宮が大切にしたいこと、それは日々の暮らしの豊かさ。 

１００年先も宇都宮を訪れる人が、住みたいと思える街になるために、 

そんな愛すべき宇都宮らしさを、もっともっと。 

ご清聴ありがとうございました。 
魅力のある街，宇都宮市に， 
     是非，御越し下さい。 


